


「ＣＳＯラーニング制度」
木を植える人を育てる

（公財）ＳＯＭＰＯ環境財団では、大学生・大学院生
を対象に、環境分野のＣＳＯ（市民社会組織、ＮＰＯ
ＮＧＯを包含する概念）で８か月間のインターンシップに
参加する「ＣＳＯラーニング制度」を実施しています。

年の開始以降、 名以上が本制度を修了して
おり、修了生それぞれが持続可能な社会の実現に向けて多
方面で活躍しています。

年からは、新たに日本環境教育フォーラムと協働でイ
ンドネシアでのプログラムをスタートしました。これまで 期
名以上が修了し、 年は第 期生が活動を開始してい
ます。

「市民のための環境公開講座」
幅広い市民に向けた学びの場

ＳＯＭＰＯホールディングス（株）、（公財）ＳＯＭＰＯ環境財団および（公社）日本環境教育
フォーラムの３者共催で、ＮＰＯ ＮＧＯと企業のパートナーシップ協働事業の先駆けとして、 年から
約 年にわたり、一般市民向けに環境に関する講座を開講しています。

ＳＯＭＰＯグループでは未来を担う次世代のため、
日本環境教育フォーラム（ＪＥＥＦ）の皆さまをはじめとする

幅広いステークホルダーの皆さまとともに、
地球環境問題の解決に向けて積極的に取り組んでいます。

※今年度は 年 ～ 月に開講いたします。
詳細は右側の 次元バーコードからホームページをご参照ください。

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社
〒 東京都新宿区西新宿

市民のための環境公開講座、
インドネシアでの ラーニング制度
の取組みが、令和 年の環境省主催
気候変動アクション環境大臣表彰を

受賞しました。

ＳＯＭＰＯグループの主要会社である損害保険ジャパンでは、 年「リオの地球サミット」に当時の社長が経団連のミッショ
ン団長として参加したことが契機となり、国内金融機関で初めて地球環境室を設置いたしました。
現在、西澤敬二（損害保険ジャパン顧問）が経団連自然保護協議会※の会長を務め、自然保護や生物多様性分野に
おいて、日本の経済界をリードしています。
経団連自然保護協議会では、経団連自然保護基金を通じた助成を行っており、日本環境教育フォーラム（ＪＥＥＦ）の
皆さまが展開する活動の支援等も行っています。

年度からは、「ジャワ島北海岸におけるマングローブ林の保全と持続可能な利用の促進プロジェクト」への支援を行ってい
ます。

※経団連自然保護協議会とは
リオの地球サミットが開催された 年に、「経団連地球環境憲章」の考えを自然保護分野で実践する組織として、
経団連により、経団連自然保護基金とともに設立されました。
以来、基金を通じた の自然保護プロジェクトへの支援等、さまざまな活動を展開しています。

ちょこっと コラム

経団連自然保護協議会ＨＰ

ＳＯＭＰＯ
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人生のうちのほんの一瞬

けれど、一生忘れられない時間

大阪本店  〒579-8013   東大阪市西石切町７丁目４番３号      TEL  (072) 986 - 9800 
札幌支店 / 仙台営業所 / 東京支店 / 名古屋支店 / 広島支店 / 福岡支店 / 宮崎営業所 / 鹿児島営業所 



ニッセイ緑の財団は全国208か所の“ニッセイの森”での森林づくりを行っており、
身近な自然に目を向ける活動の一環として、「学校の木のしおり」と「樹木名プレート」の
寄贈をしています！

全国の学校関係者の皆様全国の学校関係者の皆様

学校の木のしおり・樹木名プレート学校の木のしおり・樹木名プレート

活用してみませんか？活用してみませんか？

お
問
い
合
わ
せ
先

公益財団法人ニッセイ緑の財団
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1－21－17 虎ノ門NNビル8階

電話番号
FAX
アドレス

03-3501-9203
03-3501-5713
info@nissay-midori.jp 公式ホームページ InstagramFacebook

・学校にある樹木の中から8樹種を選定いただき
学校オリジナルのしおりを作成します。
（全校児童・生徒分の送付が可能です！）

・樹木の写真や解説は、樹木図鑑作家の方に
作成いただいています。

・学校の身近な樹木に触れることで、より学校も
自然も好きになること間違いなしです！

ニッセイ緑の財団は全国208か所の“ニッセイの森”での森林づくりを行っており、
身近な自然に目を向ける活動の一環として、「学校の木のしおり」と「樹木名プレート」の
寄贈をしています！

折りたたむと
本になります！

幼児向けのしおりも
ご用意しております

・樹木名プレートは“ニッセイの森”の間伐材を
使用しています。

・自分で作成した樹木名プレートを設置すること
で、身近な自然への関心や探究的な学習意欲
を育むことができます。

・「理科」や「総合的な学習」、「委員会」等の
様々な場面で活用できます。

※生徒等1人1枚を前提に原則1校あたり50枚を上限
  とさせていただきます 。

＼プレート作成見本／

学校の木のしおり

樹木名プレート

623校・団体申込
864校・団体申込

X（旧Twitter）

※2017年4月から2024年4月までの累計

ひらがなで
分かりやすく表記

お申込みはコチラ ☞
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はじめまして、東村ほのかです。どうぞよろしくお願
いします！今年の 4 月から JEEF の一員になったばかり
なので、環境問題に関する情報に触れたり、自然体験
をしてみたり、新鮮な日々を過ごしています。環境教育
に関わる皆さんの想いや、自然や生き物の魅力・美し
さに刺激を受ける毎日です。

編集を通して、テーマである防災・減災と、自然に
触れることや自然を知ることが結びついていることなの
だと改めて考えることができました。そしてなにより、
執筆者の方々の「言葉」のつよさを感じました。経験
や実感を伴った想いが込められた言葉の数々を、ぜひ
みなさんにも感じていただけたら嬉しいです。

文字数の関係で本編には乗り切らなかったエピ
ソードや執筆者とのやり取りで印象的だったことなど、
地球のこども編集チームが制作の裏側をちょっとだけ
紹介します。編集後記編集後記

地球のこどものバックナンバーを 
WEB でご覧いただけます。

https://www.jeef.or.jp/child/

今号の特集を考えているタイミングで、能登半島

地震が発生しました。阪神淡路大震災以降、大規模

な自然災害が頻発し、環境教育の界隈でも防災・減

災に向けた活動の機運が高まってきていた中での今

回の地震。JEEF として何か発信できないかと考え、

神戸、宮城、熊本など各地で大規模自然災害を経験

された筆者の方にお声かけをし、子どもたちと一緒に

防災・減災について考えるという特集を組みました。

災害時に子どもたちの心身の安心安全を守るために

何ができるのか。子どもと関わるみなさんと一緒に、

これからも考え続けていきたいテーマです。

鴨川 光

木村 佳葉

環境教育人は毎号、インタビューで 1 時間程度聞いたお話をもとに書き下ろしています。今号の浜本さん、実ははじめましてだったんですが、あっという間にそんなこと気にならないほどお喋りが弾みました。入りきらなかったけど興味深いエピソードもたくさん。子ども時代から環境教育に携わる大人の背中を見て育ち、大学時代に気づきをもたらしてくれた教授の研究室に入り、今でもゴカイの研究を継続しながら自然体験の場づくりを広げている浜本さん。彼と仲間たちがつくったユニバーサルビーチも、実際に見に行きたいです。

ご執筆いただきましたみなさま、お読みくださいましたみなさま、ありがとうございました！「防災・減災」、無関係である人は一人もいないテーマの特集でした。編集に携わる中で、ハザードマップや非常用持ち出し袋など「意識して備える」ことの重要性はもちろん、体験を通して無意識的に蓄積される「自然を知り、自然の中で生きていく力」というものも、災害時の助けになるのだという視点を新しく持つようになりました。意識して備えられること、体験を通して備えられること。自分の生活に合った形での「防災・減災」の工夫を、どこに住んでも、探り続けていきたいなあと感じています。

垂水 恵美子

東村 ほのか
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公益社団法人日本環境教育フォーラム ニュースレター
Japan Environmental Education Forum ： ＪＥＥＦ（ジーフ）

地球のこども 入会・入会・寄付のご案内寄付のご案内

誰ひとり取り残さない環境教育を 誰ひとり取り残さない環境教育を 
提供するために提供するために

会費や寄付の活用によって、身体的理由や経済
的・地域的な理由などで、これまで JEEF のプロ
グラムに参加する機会のなかった方々との出会い
の場を増やしています。

『地球のこども』2024 年夏号（通巻 223 号）2024 年 7 月 1 日発行　公益社団法人 日本環境教育フォーラム
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X（旧witter） @NGO_JEEF
Instagram ngo_jeeffacebook

寄付についてのご相談は、 
お気軽に担当までご連絡ください。

寄付担当   垂水、中野
03-5834-2897　
kifu@jeef.or.jp

寄付をする寄付をする
JEEF ウェブサイトから寄付をいただいた方には、 
JEEF オリジナルグッズをプレゼントいたします。

 オリジナル紙ホルダー　　  オリジナルハンカチ
 SDGs バッジ

 任意の金額を寄付する
クレジットカード、銀行、郵便局から寄付ができます。

※ JEEF は内閣府所管の公益社団法人のため、いただいたご寄付は税制上の
優遇措置を受けることができます。

他、下記の金額の一部が JEEF に 
寄付・ポイント付与されます。 
ぜひご検討ください。
・モンベルサポートカードでの買い物
・エシカルパソコンの購入
・電力会社の切替（ハチドリ電力）

会員になる会員になる
JEEF 会員として、ぜひ継続的なご支援をお願いいたします。 
いっしょに小さな一歩を踏み出し、大きな変化を生みましょう！

 普通会員　年会費 6,000 円
 学生会員　年会費 3,000 円
 団体普通会員　年会費 20,000 円　 
　　　　　　　入会金 10,000 円

 賛助会員　年会費　一口 100,000 円

新規入会いただいた方には JEEF オリジナルグッズをプレゼントいたします。

 オリジナル紙ホルダー　　  JEEF ロゴピンバッジ

※ JEEF は内閣府所管の公益社団法人のため、 
いただいたご寄付は税制上の優遇措置を受けることができます。

会員特典
★ 機関誌「地球のこども」（年 2 回）
★ 活動報告書（年 1 回）
★ 会員限定メルマガ（月 1 回）
★ イベントへの参加ご優待（割引など）
★ メルマガ「身近メール」への情報掲載（月 1 回）

※賛助会員は JEEF ウェブサイトにロゴを掲載いたします。

https://www.jeef.or.jp/joinus/

https://www.jeef.or.jp/joinus/#tab02


